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　先日行われました、「平成26年度　基金・国保両医科審査委員連絡協議会」において協議・
検討いたしました中の２題について、会員に周知することが適当とされましたので掲載させて
いただきます。今後、請求にあたってご留意ください。

１．パーキンソン病治療薬の適応について

　Ｑ：�パーキンソン病にしか適応のないパーキンソン病治療薬をパーキンソン症候群に対して
認めているか。

　Ａ：�パーキンソン病治療薬のパーキンソン症候群に対する使用は、専門医も適応外としてお
り認めてない。

２．閉塞性動脈硬化症に対する脈波図の算定について
　Ｑ：閉塞性動脈硬化症に対して
　　　Ｄ214・３　脈波図・心電図・ポリグラフ（３又は４検査）　　130点
　　　Ｄ214・４　脈波図・心電図・ポリグラフ（５又は６検査）　　180点
　　　Ｄ214・５　脈波図・心電図・ポリグラフ（７以上検査）　　　220点
　　　の算定について、Ｄ214・６血管伸縮性検査　100点の算定になると思われるがいかがか。

　Ａ：そのとおり。Ｄ214・６血管伸縮性検査　100点の算定になる。
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『赤磐地域における地域包括ケアへのとりくみ』

� 赤磐医師会　上　野　芳　樹

　平成17年の市町村合併でかつての赤磐郡５町は赤磐市（旧山陽町、熊山町、赤坂町、
吉井町）と岡山市東区（旧瀬戸町）に分離合併となりました。赤磐医師会は両市にま
たがっています。
　医療環境としては旧山陽町に岡山県内唯一の医師会立病院である赤磐医師会病院が
あり、地域の基幹病院としての役割を果たしています。住民はかかりつけ医にて日常
診療を受け、検査や入院が必要になったら赤磐医師会病院を利用するという医療連携
が比較的良好に形成されています。
　赤磐医師会の領域は南部の比較的人口の多い地域と北部の人口密度の低い地域とで
医療環境にはやや差があり、医療機関は主に南部に多く存在しています。介護環境も
南北でやや開きがあります。施設系サービスは人口比ほどには開きがないようですが、
在宅系サービスはやはり南部のほうがやや充実しています。地域包括ケアシステムの
効率的な運営にはこうした医療施設、介護施設などのハード面の充実と、介護や医療
に携わる多職種の連携によるソフト面の充実の両方が必要です。
　赤磐医師会は、平成25年度から赤磐市の主催する赤磐市在宅医療連携拠点事業推進
協議会に参加しています。赤磐市在宅医療連携拠点事業推進協議会では、地域包括ケ
アシステムでうたわれている切れ目のない在宅医療を行う医療介護環境を整えるため
に、介護・医療に携わる多職種がスムースに連携できるよう、その改善策を検討し、
さらに住民の在宅療養に対する啓発を図るべく活動を行っています。
　平成25年度は医療スタッフ・介護スタッフの連携ツールとして、在宅支えあいノー
ト「ささえさん」を作成して、希望する住民に配布するようになりました。これは在
宅患者のプロフィールを記入するノートで、もしもの時などに、受け入れ病院が当面
必要とするご本人の情報がおおよそわかるようになっています。多職種が情報交換す
るための連絡ページがあり、この手帳を介して患者に関する情報交換が可能です。お
薬手帳や保険証を入れるポケットなども付いており、かつての老人健康手帳に代わっ
て徐々に使用する人が増加しているようです。
　平成26年度は赤磐市在宅医療連携拠点事業推進協議会主催で市民対象講演会、医療
介護職種対象人材育成研修会、医療介護に携わる多職種での研修交流会（ケアカフェ）
などが行われました。特に、２回行われたケアカフェは各回70 ～ 80名の参加があり、
大変好評でした。ケアカフェでは、多忙でなかなか直接、顔を合わせる機会の少ない、
訪問看護師、医師、歯科医師、理学療法士、薬剤師、栄養士、病院事務員、ヘルパー、
赤磐市地域包括支援センタースタッフなどの多職種が一堂に会し、それぞれの専門職
の仕事について、ミニシンポジウム形式での簡単な紹介のあとで、お茶とお菓子を摂
りながらテーマを決めて交流意見交換を行いました。ケアカフェ終了後に行ったアン
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